
とやとやややうややうやうとううとうとうううやうやううやうやうううううやうやううこやここやこやこここここ
月

2019年
NO.164

11

な とわ び
ぼくが

び王者
チ ンャ ピ

者
ピオン



今 月 の 表 紙
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,078人
女 ………………………… 4,660人
計 ………………………… 8,738人
世帯 …………………… 4,897世帯

（－ 6）
（－３）
（－ 9）
（＋ 3）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 9 月 30 日現在＞

目 次

2019 年
（令和元年）

NO.164

とうやこ

　10 月 14 日の体育の日
に合わせて、とうや湖ス
ポーツまつり（スポーツま
つり実行委員会主催）があ
ぶた体育館で行われまし
た。
　小学生は縄跳び大会や
ウォーキングサッカー、高
齢者はフロアカーリングで
汗を流しました。

11月

大久保　紗桜ちゃん                   
　　　　　（さら）

有慶さん・裕子さん
８月 16 日生　洞第５

赤川　趣莉ちゃん                     
　　　（しゅり）

司さん・桃佳さん
８月 18 日生　入１区

さわやかだより
地域包括支援センターを利用しませんか？

19

お知らせ
気象台からのお知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

14

イベントカレンダー23

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.20

20

ジオパーク通信22

24 spotlight

菅原　光子さん
東奔西走／今月のワンショット

初の短歌集「二輪草」を制作

どう活かす？どう守る？
みんなに愛される国立公園の未来形
～支笏洞爺国立公園指定 70 周年シンポジウム～

11

まちのわだい12

８ 令和元年度
洞爺湖町表彰式

あぶた福祉会21

洞爺湖町を写真で PR　野呂圭一さん
全国規模フォトコンテストで最高賞
MOA 美術館伊達児童作品展表彰式

18

会運動
９月 21 日、虻田小学校グラウンドで本町・入江

保育所合同運動会が実施されました。当日は秋晴れ
で、幼児たちはこれまで一生懸命に練習した姿を保

護者に披露していま
した。
　保護者も子どもが
活躍する姿をカメラ
やビデオで撮影して
いました。　

おめでとう100歳

　10月25日に100歳の誕生日を迎えた澤口サト
さん（虻田８区）に、10月15日、真屋町長が福祉
施設を訪問。お祝い金と花束を贈呈し、長寿を
祝福しました。

３

第 14 回洞爺湖町高齢者運動会

pick up news

ワンポイント手話

楽しくスポーツ！

4 平成 30 年度　決算の概要
まちの家計簿
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pick up news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 17 回目は農業振興課楽木雄太です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001） あごのあたりに親指と人差し指をつけて

手話
ワンポイント 嫌い

ゆっくり開きながら下げます

　
　
14
回
洞
爺
湖
町
高
齢
者
運
動

　
　
会
（
洞
爺
湖
町
高
齢
者
運
動

会
実
行
委
員
会
な
ど
主
催
）
が
、

10
月
21
日
に
あ
ぶ
た
体
育
館
で
行

わ
れ
、
参
加
者
・
応
援
の
人
を
含

め
1
5
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
沼
田
光
博
実
行

委
員
長
が
「
自
分
の
体
に
合
っ
た

運
動
を
し
て
、
怪
我
に
は
十
分
気

を
つ
け
、１
日
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
お
そ
う
じ

リ
レ
ー
、
紅
白
玉
入
れ
な
ど
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
８
種
目
を
実
施
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
応
援
を

背
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
競
技
に
笑

顔
で
取
組
み
、
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
し
た
。

第

楽しくスポーツ！
第 14 回洞爺湖町高齢者運動会

じゃんけんが勝負の鍵　「大勝負リレー」

大玉を素早く安全に転がす「安全運転」

全員で踊った洞爺湖音頭

一発で的を狙う　「一発命中」

はい！

バケツリレー



その他

地方譲与税

地方消費税交付金

道支出金

国庫支出金

町債

地方交付税

財産収入など

分担金・負担金

使用料・手数料

繰越金

依存財源

自主財源

　

平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳

入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）
69
億
５

５
２
１
万
円
か
ら
、
歳
出
（
使
っ

た
お
金
）
68
億
７
６
５
３
万
円
を

差
し
引
い
た
額
は
7
８
６
８
万
円

（
実
質
収
支
）
と
な
り
、
平
成
31

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。　

　
　
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
特

　
　

別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・

公
共
下
水
道
事
業
・
介
護
保
険
・

簡
易
水
道
事
業
・
後
期
高
齢
者
医

療
）、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が

町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
子
育
て

支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
修
繕
、
産
業

振
興
対
策
に
重
点
を
置
き
、
各
種

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
判
断

す
る
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
と
も
に
、
前
年
度
よ
り
改

善
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
公
債
費
（
借
金
）
が

依
然
と
し
て
多
額
で
推
移
し
て
い

て
、
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

主
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

は
、
町
民
税
が
３
・
３
％
の
減
、

固
定
資
産
税
が
３
・
０
％
の
減
、

入
湯
税
が
２・９
％
の
減
に
よ
り
、

町
税
全
体
で
は
３
・
０
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
地

方
交
付
税
の
割
合
は
、
平
成
30
年

度
決
算
で
は
46
・
3
％
と
な
り
、

町
税
収
入
の
16
・
9
％
を
大
き
く

上
回
り
、
町
に
と
っ
て
は
欠
か
せ

な
い
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
を
は
じ
め
町
が
独
自
に
確

収
支
の
状
況

３
６
８
４
万
円
の
減

︵
前
年
度
比
３・０
％
の
減
︶

平
成
30
年
度　
決
算
の
概
要

保
で
き
る
町
の
自
主
財
源
は
、
町

全
体
の
収
入
の
27・７
％
で
あ
り
、

残
り
の
財
源
を
国
や
道
か
ら
の
支

出
金
な
ど
が
占
め
、
依
存
財
源
の

割
合
が
72
・
３
％
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
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町
税

11
億
７
４
９
８
万
円

町
債
残
高
︵
町
の
借
金
︶

87
億
５
３
６
７
万
円

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
で

は
、
馬
鈴
薯
選
別
機
貯
蔵
施
設
整

備
事
業
、
伏
見
橋
整
備
道
営
事
業

負
担
金
、
消
防
車
両
整
備
、
災
害

復
旧
事
業
な
ど
に
要
す
る
費
用
を

ま
か
な
う
た
め
、６
億
8
3
1
9

万
円
の
町
債
の
借
り
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　
一
方
、
町
債
の
償
還
額
（
利
子

を
含
む
）
は
、
８
億
7
0
6
7

万
円
で
、
町
債
残
高
は
、
平
成

29
年
度
末
の
88
億
6
2
9
5
万

円
か
ら
１
億
9
2
8
万
円
減

少
し
、
平
成
30
年
度
末
で
87
億

5
3
6
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
の
償
還
額
は
、
平
成
21
年

度
末
で
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
も
の

１
億
９
２
８
万
円
の
減

︵
前
年
度
比
１・２
％
の
減
︶

ま
ち
の

自 主

財
源

繰入金
1 億 2783 万円（1.8％）

諸収入
5892 万円（0.8％）
繰越金
１億 7732 万円（2.6％）
使用料・手数料
２億 3260 万円（3.4％）

分担金・負担金
4324 万円（0.6％）

財産収入など
１億 967 万円 (1.6%)

地方交付税
32 億 2028 万円（46.3％）

町債
６億 8319 万円

（9.8％）

国庫支出金
４億 991 万円

（5.9％）

道支出金
４億 2423 万円

（6.1％）

地方消費税交付金
１億 9304 万円（2.8％）

地方譲与税
6986 万円

（1.0％）
町　税
11 億 7498 万円（16.9％）

その他
3014 万円（0.3％）

1 億 2783 万円（1.8％）1 億 2783 万円（1.8％）1 億 2783 万円（1.8％）

5892 万円（0.8％）

使用料・手数料

（1.0％）

69 億 5521 万円

一 般 会 計
歳 入

対前年度 3.0％減

源財
存

依

平

■
問
合
せ　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
︵
☎
74－

3
0
0
3
︶

年
度　
決
算
の
概
要家

計
簿

自主財源
19 億 2456 万円（27.7％）
依存財源
50 億 3065 万円（72.3％）



災害復旧費

給与費

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

　経常収支比率は市町村の財政構造の弾力性を判断する指標で、人件費や公債費など
毎年度経常的に支出する経費に対して、町税などの経常的収入がどれくらい含まれて
いるかを示すものです。

　実質公債費比率は、自治体財政の健全化度をはかる指標として 18 年度から新た
に導入され、自治体の収入に対する借金返済額の割合を示す比率です。当町の実質
公債費比率は 11.3％で、平成 23 年度決算をもって財政健全化団体からは脱却した
ものの、依然として全道の市町村の平均値 7.3％（平成 29 年度公表値）を大きく上
回っています。
　数値が高い要因として有珠山災害復旧事業などに要した借り入れが大きく影響し
ていて、今後は新たな借入れを抑制し、借金を返済することで比率を減少していく
必要があります。

経 常 収 支 比 率

　洞爺湖町の経常収支比率は 92.6％なので、全道の町村平均値 91.1％（平成 29 年
度決算数値）と同程度となりますが、更なる経常経費の節減に努める必要があると
言えます。

町の財政指標
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平成 30 年度決算の概要
　　　　まちの家計簿

の
、
償
還
額
は
依
然
多
額
で
推
移

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
起

債
事
業（
借
金
を
し
て
行
う
事
業
）

は
、
借
入
額
と
償
還
額
の
将
来
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
行
う
必
要

（前年度比2.8ポイント増）

68 億 7653 万円
対前年度 1.7％減

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
町
債
の
残
高
を
町
民
１

人
当
た
り
の
借
金
と
し
て
換
算
す

る
と
、
約
1
0
0
万
円
と
な
り
、

将
来
世
代
に
対
す
る
負
担
の
軽
減

を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（
平
成
31
年
3
月
末
住
民
基
本
台

帳
人
口
8
7
5
3
人
と
し
て
算

定
）

実質公債費比率 （前年度比1.0ポイント減）

給料の 92.6％が生活費
7.4％が自由に使えるお金例えると

毎月のローンが月収の 11.3％例えると

昼食代が安い分、自由に使えるお金が多くなり小遣いにも余裕！

サラリーマンの小遣い（収入）に例えると…
毎月の小遣い　３万円
毎日の昼食代
１食 800 円× 30 日分

経常収支比率
２万４千円÷３万円× 100 ＝ 80％

昼食代を節約

１食 600 円× 30 日分 １万８千円÷３万円× 100 ＝ 60％

一 般 会 計
歳 出

議会費
6545 万円（1.0％）

総務費
4 億 8441 万円（7.0％）

民生費
16 億 4079 万円

（23.8％）

衛生費
3 億 7733 万円（5.5％）

労働費
425 万円（0.1％）

農林水産業費
1 億 4726 万円（2.1％）

商工費
4 億 1181 万円

（6.0％）

土木費
10 億 8409 万円

（15.7％）

消防費
３億 1398 万円

（4.6％）

教育費
３億 8193 万円

（5.6％）

公債費
8 億 7069 万円

（12.7％）

給与費
10 億 8698 万円

（15.8％）

災害復旧費
756 万円

（0.1％）
4 億 8441 万円（7.0％）4 億 8441 万円（7.0％）4 億 8441 万円（7.0％）

3 億 7733 万円（5.5％）3 億 7733 万円（5.5％）

労働費

3 億 7733 万円（5.5％）

425 万円（0.1％）

4 億 1181 万円4 億 1181 万円

3 億 7733 万円（5.5％）

は

は ％92.6

％11.3

7868万円
実質収支



区　　　　分 予算現額
歳　入 歳　出

決算額 収入率 決算額 執行率
 国民健康保険特別会計 147,460 146,141 99.1 145,035 98.4

公共下水道事業特別会計 68,807 68,308 99.3 67,888 98.7

介護保険特別会計 106,294 106,258 100.0 104,252 98.1

簡易水道事業特別会計 10,180 10,371 101.9 10,026 98.5

後期高齢者医療特別会計 16,517 16,311 98.8 15,683 95.0

　
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収

入
が
3
億
7
8
7
万
円（
消
費
税

込
金
額
3
億
2
3
3
8
万
円
）、

支
出
が
３
億
4
3
1
万
円（
消
費

税
込
金
額
3
億
1
3
1
8
万
円
）

で
、当
期
純
利
益
が
3
5
6
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収

入
が
8
9
5
3
万
円
、支
出
が
1

区　　　分 予算現額 決算額 執行率

収益的収支
収　入 32,856 32,338 98.4

支　出 32,856 31,318 95.3

資本的収支
収　入 9,180 8,953 97.5

支　出 14,454 14,234 98.5

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳
入

14
億
6
1
4
1
万
円
か
ら
歳
出

14
億
5
0
3
5
万
円
を
差
引
い

た
額
は
、
1
1
0
6
万
円
（
実

質
収
支
）
と
な
り
、
平
成
31
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳
入

６
億
8
3
0
8
万
円
か
ら
歳
出

６
億
7
8
8
8
万
円
を
差
引
い

た
額
は
、
4
２
０
万
円
（
実
質
収

支
）
と
な
り
、
平
成
31
年
度
に
繰

り
越
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳
入

10
億
6
2
5
8
万
円
か
ら
歳
出

10
億
4
2
5
2
万
円
を
差
引
い

た
額
は
、
２
0
0
6
万
円
（
実

質
収
支
）
と
な
り
、
平
成
31
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳

入
1
億
３
７
１
万
円
か
ら
歳
出

1
億
２
6
万
円
を
差
引
い
た
額

は
、
3
4
5
万
円
（
実
質
収
支
）

と
な
り
、
平
成
31
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
平
成
30
年
度
の
一
年
間
の
歳
入

1
億
6
3
1
1
万
円
か
ら
歳
出

1
億
5
6
8
3
万
円
を
差
引
い

た
額
は
、
6
2
8
万
円
（
実
質

収
支
）
と
な
り
、
平
成
31
年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。

億
4
2
3
4
万
円
と
な
り
、不
足

額
5
2
8
1
万
円
は
当
該
年
度

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
及
び
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
い
ま
し
た
。

土 地 11,962,779㎡
  （内訳）

公の施設 2,316,879㎡
宅 地 67,243㎡

山 林 2,922,271㎡

保 安 林 5,485,741㎡

原 野 896,630㎡

雑 種 地 187,158㎡
そ の 他

（農地などの地目） 86,857㎡

建 物 152,193㎡

有価証券 7155 万円

出 資 金 2713 万円

基 金 39 億 639 万円

特
別
会
計の

状
況

水
道
事
業
会
計

の
状
況

町
有
財
産の

状
況

※基金のうち歳入不足を補うために使用すること
ができる基金の残高は、前年度比 201 万円増の総
額で 17 億 7122 万円で、備荒資金組合への超過
納付の積立などによるものです。
　内訳は、財政調整基金 13 億 6019 万円、減債
基金 1 億 293 万円、備荒資金組合積立金のうち
超過納付分 3 億 810 万円です。
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（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

※予算現額と決算額は、消費税込みの金額です。



区　　　　　分 平成 30 年度末残高 構成比

一般公共事業債 41,681 4.8

公営住宅建設事業債 191,441 21.9

災害復旧事業債 4,425 0.5

緊急防災・減債事業債 1,174 0.1

全国防災事業債 2,504 0.3

教育・福祉施設等整備事業債 3,995 0.5

一般単独事業債 232,026 26.5

過疎対策事業債 95,839 10.9

減税補てん債 2,548 0.3

臨時財政対策債 299,734 34.2

合　　　　　計 875,367 100.0

　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

　
　
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19

年
法
律
第
94
号
）
第
3
条
第
1
項

及
び
第
22
条
第
1
項
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
決
算
に
よ
り
算
定
し

た
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
算
定
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比

区　　　分 平成 30 年度比率 平成 29 年度比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実質公債費比率  11.3  12.3 25.0 35.0

将来負担比率  58.6  60.2 350.0 －

会　計　名 平成 30 年度比率 平成 29 年度比率 経営健全化基準

水道事業会計 － － 20.0

公共下水道事業特別会計 － － 20.0

簡易水道事業特別会計 － － 20.0

■健全化判断比率

■資金不足比率 率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
、
平
成

29
年
度
決
算
に
比
べ
改
善
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
財
政
の
健
全
化
に

向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

地方債年度末現在高
■一般会計

※各比率の「－」は、赤字または資金不足がないことを表しています。

※各比率の「－」は、赤字または資金不足がないことを表しています。

健全化判断比率と資金不足比率の公表平 成 30 年 度
決 算
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平成 30 年度決算の概要
　　　　まちの家計簿

（単位：万円、％）

区　　　　　分 平成 30 年度末残高 構成比

下水道事業債（特環） 23,386 8.2

下水道事業債（公共） 97,625 34.5

資本費平準化債（公共） 162,247 57.3

合　　　　　計 283,258 100.0

■公共下水道事業特別会計 （単位：万円、％）

区　　　　　分 平成 30 年度末残高 構成比

簡易水道整備事業債 41,910 100.0

合　　　　　計 41,910 100.0

■簡易水道事業特別会計 （単位：万円、％）

区　　　　　分 平成 30 年度末残高 構成比

水道事業債 87,531 100.0

合　　　　　計 87,531 100.0

■水道事業会計 （単位：万円、％）

（単位：％）

（単位：％）

地



　
　
方
自
治
、
社
会
福
祉
、
産
業

　
　
経
済
、
教
育
文
化
、
そ
の
他

の
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

▽
宮
田
敏
夫
さ
ん
︵
青
葉
２
区
︶

35
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
と

う
や
湖
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
、

副
組
合
長
並
び
に
理
事
な
ど
を
歴

任
し
、
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に

尽
力
、
馬
鈴
薯
出
荷
施
設
な
ど
の

建
設
に
奔
走
、
地
域
農
業
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
。

30
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
虻

田
馬
頭
観

世
音
碑
保
存
協
賛
会
役
員
と
し

て
、「
入
江
馬
頭
観
世
音
碑
」
の

北
海
道
文
化
財
指
定
に
尽
力
、
文

化
財
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
。

20
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
虻

田
町
及
び

洞
爺
湖
町
陸
上
競
技
協
会
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、体
育
振
興
に
尽
力
。

３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
虻

田
町
及
び
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
と

し
て
、
ま
た
、
青
葉
２
区
自
治
会

長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
。

▽
小
松
晃
さ
ん
︵
入
江
４
区
︶

　
４
期
16

年
の
永
き

に
わ
た

り
、
虻
田

町
及
び
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
と
し

て
町
政
に
参
画
、
地
方
自
治
の
振

興
と
発
展
に
尽
力
。

▽
佐
々
木
良
一
さ
ん
︵
成
香
︶

　
８
期
26

年
の
永
き

に
わ
た

り
、
洞
爺

村
及
び
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
と
し

て
、
村
政
及
び
町
政
に
参
画
、
議

長
及
び
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し

て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に

尽
力
。
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貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

地

令和元年度

洞爺湖町
表彰式

令和元年度洞爺湖町表彰式が、11 月３日の文化
の日に、洞爺湖町役場防災研修ホールで行われま
した。
　今年は、功労表彰が６人、貢献表彰 29 人、寄
付感謝状１人、特別表彰３人と１団体が選ばれま
した。その他、在住 50 年で 70 歳以上の人への
感謝状が 85人に贈られました。

▽
岡
田
光
弘
さ
ん
︵
入
江
４
区
︶

▽
皆
川
一
男
さ
ん
︵
青
葉
２
区
︶

▽
藤
野
幸
治
さ
ん
︵
入
江
１
区
︶

32
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
虻

田
消
防
団

及
び
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て
、

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
。

▽
田
中
浪
子
さ
ん
︵
虻
田
５
区
︶　　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
虻
田

５
区
自
治
会
役
員
と
し
て
、
地
域

自
治
、
地
域
福
祉
の
振
興
と
発
展

に
貢
献
。

▽
眞
屋
健
治
さ
ん
︵
虻
田
５
区
︶

10
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
虻

田
５
区
自

▽
西
岡
正
雄
さ
ん
︵
大
原
︶

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
大
原
自

治
会
役
員
と
し
て
、
地
域
自
治
、

地
域
福
祉
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

治
会
役
員
と
し
て
、
地
域
自
治
、

地
域
福
祉
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
森
幸
子
さ
ん
︵
虻
田
７
区
︶

17
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
民

生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
低
所
得
者
、
ひ

と
り
親
世
帯
、
独
居
老
人
世
帯
の

援
護
と
更
生
に
努
め
る
な
ど
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
。
８
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
監
事
と
し
て
協
議
会
運

営
や
組
織
発
展
の
た
め
に
尽
力
。

▽
横
山
秋
夫
さ
ん
︵
虻
田
８
区
︶

　
７
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
老

人
ク
ラ
ブ

連
合
会
役
員
と
し
て
、
組
織
の
発

展
と
会
員
の
社
会
参
加
・
生
き
が

い
対
策
の
推
進
に
貢
献
。

▽
下
村
寛
さ
ん
︵
泉
区
︶  

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
泉
区

自
治
会
役
員
と
し
て
、
地
域
自

治
、
地
域
福
祉
の
振
興
と
発
展
に

貢
献
。

連
合
会
役
員
と
し
て
、
組
織
の
発

▽
小
野
寺
喜
一
さ
ん︵
虻
田
７
区
︶

　
７
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
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▽
服
部
幸
江
さ
ん
︵
虻
田
６
区
︶

　
８
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
老

人
ク
ラ
ブ

連
合
会
役
員
と
し
て
、
組
織
の
発

展
と
会
員
の
社
会
参
加
・
生
き
が

い
対
策
の
推
進
に
貢
献
。

▽
木
村
久
義
さ
ん
︵
虻
田
６
区
︶

　
６
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
と
し
て
、
組

織
の
発
展
と
会
員
の
社
会
参
加
・

生
き
が
い
対
策
の
推
進
に
貢
献
。

▽
髙
橋
理
津
子
さ
ん︵
虻
田
１
区
︶

　
６
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
老

人
ク
ラ
ブ

連
合
会
役
員
と
し
て
、
組
織
の
発

展
と
会
員
の
社
会
参
加
・
生
き
が

い
対
策
の
推
進
に
貢
献
。

▽
谷
良
男
さ
ん
︵
入
江
１
区
︶

13
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
胆

振
身
体
障

▽
浅
利
弘
樹
さ
ん
︵
美
沢
西
︶

10
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
西

胆
振
介
護

認
定
審
査
会
委
員
、
西
胆
振
障
害

者
自
立
支
援
審
査
会
委
員
と
し

て
、
介
護
保
険
事
業
並
び
に
障
害

者
自
立
支
援
事
業
の
推
進
に
尽

力
。

▽
木
村
英
昭
さ
ん
︵
入
江
１
区
︶

15
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
遺

族
会
役
員

と
し
て
、会
員
相
互
扶
助
に
貢
献
。

▽
木
村
省
平
さ
ん
︵
洞
爺
第
４
︶

29
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
子

ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
役
員
と
し
て
、
子

ど
も
会
活
動
の
進
展
や
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
。

▽
宮
崎
正
治
さ
ん
︵
泉
区
︶11

年
の

永
き
に

わ
た
り
、

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
役
員
と
し
て
、
町
の
体

育
振
興
に
貢
献
。

▽
竹
迫
次
光
さ
ん
︵
温
泉
２
区
︶

11
年
の

永
き
に

わ
た
り
、

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
役
員
と
し
て
、
町
の
体

育
振
興
に
貢
献
。

▽
秋
田
カ
ヨ
子
さ
ん︵
温
泉
４
区
︶

  

６
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
女
性

団
体
の
役
員
と
し
て
、
団
体
活
動

の
推
進
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

▽
石
垣
友
子
さ
ん
︵
泉
区
︶11

年
の

永
き
に
わ

た
り
「
ふ

れ
あ
い
交

流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

▽
木
村
洋
子
さ
ん
︵
洞
爺
第
３
︶

16
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
洞

爺
村
及
び

洞
爺
湖
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
推
進
に
尽
力
。

▽
中
村
弓
江
さ
ん
︵
入
江
４
区
︶

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

▽
伊
藤
悠
子
さ
ん︵
か
っ
こ
う
台
区
︶

19
年
の

永
き
に
わ

た
り
、
女

性
団
体
の

役
員
と
し
て
、
団
体
活
動
の
推
進

と
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

▽
木
村
悦
子
さ
ん
︵
虻
田
５
区
︶

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▽
岡
本
千
惠
子
さ
ん︵
温
泉
１
区
︶

11
年
の

永
き
に
わ

た
り
「
ふ

れ
あ
い
交

流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

▽
谷
内
照
子
さ
ん
︵
入
江
４
区
︶

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▽
木
村
美
起
子
さ
ん︵
虻
田
７
区
︶

20
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

▽
遠
藤
ま
り
子
さ
ん︵
入
江
４
区
︶

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▽
奥
山
洋
子
さ
ん
︵
温
泉
３
区
︶

16
年
の

永
き
に
わ

た
り
「
ふ

れ
あ
い
交

流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

▽
大
久
保
玲
子
さ
ん︵
入
江
１
区
︶

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▽
若
狭
高
司
さ
ん
︵
町
外
︶

　
３
年
間
に
わ
た
り
、
高
額
の
金

品
の
寄
付

害
者
福
祉
協
会
洞
爺
湖
支
部
監
事

と
し
て
、
社
会
福
祉
の
振
興
と
発

あ
い
交
流
会
」
の
食
事
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

展
に
貢
献
。

展
と
会
員
の
社
会
参
加
・
生
き
が

い
対
策
の
推
進
に
貢
献
。
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善
行
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

●
寄
付

▽
秋
田
昌
昭
さ
ん
︵
温
泉
２
区
︶

金
品
の
寄
付特

別
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰

●
栄
誉
賞

▽
木　
大
幹
さ
ん
︵
虻
田
５
区
︶

第
23
回

ジ
ャ
パ
ン

ク
ラ
シ
ッ

ク
マ
ス

タ
ー
ズ
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
Ｍ
１
男
子
１
２
０
㌔
超
級　
優

勝
（
ト
ー
タ
ル
５
５
７・５
㌔
）

▽
齋
藤
学
さ
ん
︵
温
泉
８
区
︶

第
23
回

ジ
ャ
パ

ン
ク
ラ

シ
ッ
ク
マ

ス
タ
ー
ズ
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手

権
大
会
男
子
９
３
㌔
級　

優
勝

（
２
１
０
㌔
）

▽　
田
真
代
さ
ん︵
淑
徳
中
１
年
︶

第
15
回
北

海
道
小
学

生
学
年
別

柔
道
大
会

６
年
生
女
子
４
５
㌔
級　
３
位

▽
虻
田
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン

　
︵
監
督　
口
屋
紀
史
さ
ん
︶

　
野
口
グ
ル
ー
プ
夢
カ
ッ
プ
少
年

野
球
大
会
優
勝
の
ほ
か
、
北
海
道

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
協
会
主
催

Ｃ

－

１
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
第
３
位
。

感
謝
状

感
謝
状

感
謝
状

感
謝
状

　

洞
爺
湖
町
に
50
年
以
上
在
住

し
、
70
歳
以
上
の
方
々
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

■
虻
田
１
区

▽
田
所
信
二
さ
ん
▽
田
所
利
子
さ

ん
▽
丹
野
照
江
さ
ん
▽
平
沼
キ
ミ

さ
ん

■
虻
田
２
区

▽
笠
井
誠
さ
ん
▽
福
島
良
一
さ
ん

■
虻
田
３
区

▽
佐
藤
眞
雄
さ
ん
▽
佐
藤
ト
シ
子

さ
ん
▽
矢
野
春
代
さ
ん
▽
吉
田
ト

モ
子
さ
ん

■
虻
田
４
区

▽
菊
池
フ
サ
さ
ん
▽
村
上
綾
子
さ

ん
▽
大
西
ア
サ
子
さ
ん

■
虻
田
５
区

▽
蘆
原
正
雄
さ
ん
▽
北
野
聰
さ
ん

▽
三
河
德
子
さ
ん
▽
伊
藤
敏
治
さ

ん■
虻
田
６
区

▽
清
水
春
男
さ
ん
▽
中
川
さ
や
け

さ
ん
▽
野
田
憲
昭
さ
ん
▽
小
松
外

樹
さ
ん
▽
土
門
和
子
さ
ん

■
虻
田
７
区

▽
佐
藤
邦
雄
さ
ん
▽
髙
橋
文
男
さ

ん■
虻
田
８
区

▽
三
上
美
和
子
さ
ん
▽
山
田
澄
子

さ
ん

■
青
葉
１
区

▽
田
中
公
也
さ
ん
▽
矢
野
光
孝
さ

ん

■
青
葉
２
区

▽
賀
上
洋
吏
さ
ん
▽
羽
山
峻
さ
ん

■
入
江
１
区

▽
金
山
マ
ツ
ヱ
さ
ん
▽
亀
倉
勝
幸

さ
ん
▽
橋
本
吉
一
さ
ん
▽
井
下
準

一
さ
ん
▽
岡
崎
愼
一
さ
ん
▽
齊
藤

建
二
さ
ん

■
入
江
３
区

▽
梅
津
ヒ
デ
子
さ
ん

■
入
江
４
区

▽
會
田　
さ
ん
▽
小
熊
政
幸
さ
ん

▽
小
松
芳
子
さ
ん
▽
谷
内
照
子
さ

ん
▽
畑
山
由
三
さ
ん
▽
大
和
輝
男

さ
ん
▽
後
藤
隆
さ
ん
▽
佐
藤
豊
治

さ
ん
▽
西
幸
雄
さ
ん
▽
能
登
冨
美

子
さ
ん
▽
松
橋
泰
雄
さ
ん

■
泉
区

▽
大
塚
修
さ
ん
▽
岡
田
藤
代
さ
ん

▽
北
本
芳
彦
さ
ん
▽
北
本
清
枝
さ

ん
▽
清
瀨
昇
さ
ん
▽
清
瀨
順
子
さ

ん
▽
原
田
登
美
子
さ
ん
▽
和
泉
紀

美
子
さ
ん
▽
太
田
美
栄
子
さ
ん
▽

小
林
俊
雄
さ
ん
▽
成
兼
孝
男
さ
ん

■
か
っ
こ
う
台
区

▽
伊
藤
春
彦
さ
ん
▽
伊
藤
悠
子
さ

ん
▽
黒
川
優
則
さ
ん
▽
川
南
信
子

さ
ん

■
花
和

▽
遊
佐
法
幸
さ
ん

■
温
泉
３
区

▽
若
狹
洋
市
さ
ん
▽
吉
村
惠
美
子

さ
ん

■
温
泉
４
区

▽
大
井
共
紀
さ
ん

■
温
泉
５
区

▽
武
川
寛
紀
さ
ん
▽
山
本
和
子
さ

ん■
温
泉
８
区

▽
江
川
知
子
さ
ん
▽
七
戸
不
二
夫

さ
ん

■
洞
爺
第
３

▽
館
山
榮
子
さ
ん

■
洞
爺
第
５

▽
橋
本
潔
さ
ん
▽
橋
本
清
子
さ
ん

▽
髙
橋
百
合
子
さ
ん

■
美
沢
西

▽
京
谷
常
美
さ
ん

■
美
沢
東

▽

地
ひ
ろ
子
さ
ん

■
財
田

▽
宮
内
タ
ケ
ノ
さ
ん

■
川
東

▽
宮
内
政
明
さ
ん
▽
宮
内
哲
子
さ

ん
▽
西
山
寛
幸
さ
ん

■
成
香

▽
岩
原
義
美
さ
ん
▽
坂
本
美
惠
子

さ
ん
▽
村
上
正
敏
さ
ん
▽
村
上
洋

子
さ
ん

●
栄
誉
を
た
た
え
て



広報とうやこ　2019 年 11 月11

ど
う
活
か
す
？
ど
う
守
る
？

ど
う
活
か
す
？

ど
う
活
か
す
？
ど
う
守
る
？

ど
う
守
る
？

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
国
立
公
園
の
未
来
形

〜
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
指
定
70
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

　
第
2
部
で
は
、
自
然
公
園
財
団

専
務
理
事
の
阿
部
宗
広
さ
ん
が

「
国
立
公
園
～
地
域
で
活
か
し
、

守
る
日
本
の
宝
～
」
と
題
し
て
国

立
公
園
設
立
の
経
緯
な
ど
を
説

明
。

　
そ
の
後
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
染
川
香
澄
さ
ん
は
、

「
人
々
の
経
験
を
よ
り
豊
か
に
す

る
に
は

－

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の

先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
来
館
者
の
満
足
度
向
上
に
つ

な
げ
た
博
物
館
の
事
例
を
取
り
上

げ
、
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

阿部宗広さんによる基調講演

関係者によるパネルディスカッション

   　
笏
洞
爺
国
立
公
園
指
定
70
周

　
　
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
環
境
省

北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
、
洞
爺

湖
町
、
壮
瞥
町
共
催
）
が
９
月
28

湖
町
を
含
む
後
志
、

石
狩
、
胆
振
管
内
の

６
市
７
町
１
村
で
構

成
さ
れ
、
定
山
渓
地

域
、
支
笏
湖
地
域
、

羊
蹄
山
地
域
、
洞
爺

湖
地
域
、
登
別
地
域

の
５
地
域
に
分
か
れ

て
い
て
、
昭
和
24
年

に
国
立
公
園
の
指
定

を
受
け
て
か
ら
５
月

16
日
で
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し

て
八
木
哲
也
環
境
大

臣
政
務
官
は
、「
70

周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
で
き
る
こ
と

支

日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
関
係
者
や
住
民
な
ど
約

1
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
は
、
洞
爺　

第
１
部

　
環
境
大
臣
表
彰
式

　
第
１
部
で
は
、
自
然
公
園
の
保

護
な
ど
に
貢
献
し
た
自
然
公
園
関

係
功
労
者
に
環
境
大
臣
表
彰
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
壮
瞥
町

の
三
松
三
郎
さ
ん
が
、「
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
で

す
。
今
後
も
一
層
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

感
謝
の
気
持
ち
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

第
２
部

　
基
調
講
演

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
支
笏
洞
爺

国
立
公
園
は
国
内
34
か
所
あ
る
国

立
公
園
の
中
で
も
屈
指
の
風
光
明

媚
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
自
然

を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
、

環
境
省
と
し
て
も
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
真
屋
町
長
を
は
じ
め
関
係
者

５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
支
笏
洞

爺
国
立
公
園
指
定
1
0
0
周
年

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
未
来

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ

の
自
然
を
守
っ
て
い
く
べ
き
か
な

ど
の
議
論
し
ま
し
た
。

　
真
屋
町
長
は
「
こ
の
地
域
は
昭

和
24
年
に
国
立
公
園
の
指
定
を
受

け
、
洞
爺
湖
町
は
観
光
の
ま
ち
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
洞
爺

湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
関
係

市
町
と
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
結
果
、
2
0
0
9

年
に
日
本
で
初
め
て
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
湖
や
火
山

な
ど
自
然
の
恵
み
を
大
い
に
受
け

て
い
ま
す
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

第
３
部

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン



　

学校教育、社会教育に貢献�
横山正さん瑞宝双光章受章

　
　
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

　
　
「
緑
は
ど
う
な
っ
た
？
」
授
業

が
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
で
行
わ
れ
、

全
校
児
童
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
有
珠
山
噴
火
後
の

緑
の
再
生
を
通
し
て
、
児
童
に
噴
火

災
害
や
減
災
、
自
然
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
宝
も
の
さ
が
し
と
題
し
、

洞
爺
湖
畔
の
森
で
採
取
し
た
ミ
ズ
ナ

ラ
や
ト
チ
ノ
キ
の
種
を
来
年
の
春
の

植
樹
に
向
け
、
ポ
ッ
ト
に
植
え
ま
し

た
。

のわだい
まち

12

  緑の再生に関わる�
「緑はどうなった？」秋授業

　
　
齢
者
叙
勲
伝
達
式
が
教
育
長
室　

　
　
で
行
わ
れ
、
元
虻
田
中
学
校
長

の
横
山
正
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
し
、
皆
見
教
育
長
か
ら
勲
記
と
勲

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
昭
和
62
年
４
月
か
ら

虻
田
中
学
校
長
と
し
て
赴
任
。
定
年

退
職
後
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
は
虻

田
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
を
務

め
、
教
育
行
政
の
充
実
に
尽
力
し
ま

し
た
。
息
子
さ
ん
の
横
山
佳
彦
七
飯

町
立
大
中
山
中
学
校
長
は
「
名
誉
あ

る
章
を
い
た
だ
き
、
父
も
喜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

先祖、神へ祈る�
アイヌ先住民族慰霊祭

瑞宝双光章を受け取った息子の佳彦さんポットに種を植える児童たち

厳粛な中執り行われたアイヌ先住民族慰霊祭

高

令

毎

町民の安全を守る�
寺島勉団長辞令交付

　
　
和
元
年
度
洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
先

　
　
住
民
族
慰
霊
祭
（
洞
爺
湖
ア
イ

ヌ
協
会
主
催
）
が
入
江
の
歴
史
公
園

に
あ
る
先
住
民
族
慰
霊
碑
前
で
行
わ

れ
約
25
人
が
参
加
し
、
先
祖
や
神
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
で

は
、
火
の
神
、
幣
場
を
司
る
神
、
家

の
守
り
神
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
り
を
捧
げ

る
カ
ム
イ
ノ
ミ
と
先
祖
を
供
養
す
る

イ
チ
ャ
ル
パ
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
藤
野
満
裕
会
長
が
「
皆
さ

ん
の
協
力
で
民
族
儀
式
を
行
え
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
町

　
　
長
室
で
行
わ
れ
、
寺
島
勉
団
長

が
真
屋
町
長
か
ら
辞
令
を
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
寺
島
団
長
は
昭
和
37
年
７
月
に
虻

田
消
防
団
に
入
団
、
分
団
長
な
ど
を

歴
任
し
な
が
ら
、
町
民
の
安
全
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
10
月

に
洞
爺
湖
消
防
団
団
長
に
就
任
し
、

今
回
が
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

　
寺
島
団
長
は
「
新
た
な
気
持
ち
で

出
発
し
た
い
。
署
員
、
団
員
と
協
力

し
、
町
民
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

洞

４期目の団長に就任した寺島勉団長

９
25

９
29
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
田
地
区
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ

　
　
る
国
道
37
号
の
歩
道
を
綺
麗
に

し
よ
う
と
、
沿
線
住
民
や
地
元
企

業
、
役
場
職
員
延
べ
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
雑
草
除
去
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
町
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
町
を
訪

れ
る
人
も
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

に
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
日
間
と
も
午
前
７
時
か
ら
、
草

取
り
用
の
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、

縁
石
の
隙
間
や
電
柱
の
根
元
に
生
え

た
雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

まちの主要道路をきれいに
雑草除去ボランティア

　
　
田
高
校
３
年
生
14
人
が
、
埼
玉

　
　
県
立
秩
父
高
校
2
年
生
の
見
学

旅
行
生
92
人
を
対
象
に
遊
覧
船
の
ガ

イ
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
虻
田
高
校
３
年
生
は
当
日
ま
で
に

事
前
学
習
と
し
て
、
同
校
の
２
年

生
、
虻
田
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

２
回
の
模
擬
練
習
を
繰
り
返
し
、
準

備
し
ま
し
た
。

　
当
日
ガ
イ
ド
を
受
け
た
埼
玉
県
立

秩
父
高
校
の
生
徒
は
「
と
て
も
説
明

が
分
か
り
や
す
く
、
洞
爺
湖
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

見学旅行生をガイド
遊覧船ガイド研修

　
　
人
と
子
ど
も
が
交
流
す
る
地
域

　
　
食
堂
ほ
の
ぼ
の
秋
祭
り
が
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加

し
た
小
・
中
学
生
、
町
民
た
ち
約

1
5
0
人
が
出
店
や
ゲ
ー
ム
な
ど

で
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
に
ぎ
り
弁
当
と
フ

ル
ー
ツ
サ
ン
ド
の
昼
食
を
終
え
た

後
、
虻
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

射
的
や
輪
投
げ
、
綿
あ
め
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
や
け
ん
玉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
が
笑

顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

大人と子どもが楽しく交流
地域食堂ほのぼの秋祭り

　
　
中
学
生
作
品
展
が
行
わ
れ
、
絵

　
　

画
や
工
作
な
ど
1
1
3
点
の

応
募
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、

佳
作
に
21
点
が
選
定
さ
れ
、
と
う
や

水
の
駅
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
小
学
校
低
学
年

の
部
が
寺
田
尊
さ
ん
（
と
う
や
小
２

年
）、同
高
学
年
の
部
で
は
田
中
ジ
ッ

ク
さ
ん
（
温
泉
小
６
年
生
）、
中
学

生
の
部
で
は
坂
本
蒼
司
さ
ん
（
洞
爺

中
３
年
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
は
、
洞
爺
湖
芸
術

館
に
移
動
し
て
各
作
品
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

個性溢れる作品 113 点
小中学生作品展表彰式

小中学生作品展表彰式で表彰された皆さん

縁石の隙間の雑草を取り除く地域住民

盛り上がったけん玉ワークショップ

虻

大 小

見学旅行生にガイドする虻田高校３年生

虻
１

10

５
10

５
10

3
10 ・ 11

10



広報とうやこ　2019 年 11 月 14

11　
　
　
月
30　
　
　
　

日
は　
　
　
　
　
で
す
！

暮
ら
し お知らせ

information

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
詐
欺
な
ど
に
注
意
！

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用

す
る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

自
分
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
室
蘭
年

金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
年
金
相
談
や
年
金
手
続
き
の
と

き
は
予
約
を

　
室
蘭
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

・
申
し
込
み
の
と
き
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話（
☎
０
５
７
０

－

05

－
４
８
９
０
）
ま
た
は
、

室
蘭
年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室　
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

3
0
0
2
）

国
民
年
金
か
ら

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
公
式

チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
結
果
が
６
月
に

発
表
さ
れ
、
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
高

額
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
多
数
発
生

し
ま
し
た
。
詐
欺
の
手
口
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
抽
選
結
果
の
お
知
ら
せ
」

の
偽
メ
ー
ル
が
届
き
、
本
文
中
に

記
述
さ
れ
た
U
R
L
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
認
証
情
報
な
ど
の
入
力

を
求
め
る
画
面
が
開
き
、
入
力
す

る
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
財
団
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
協
会
を
名
乗
る
人
か
ら

「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
不
正
に

利
用
さ
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
解

決
金
を
請
求
さ
れ
た
。

・
証
券
会
社
を
名
乗
る
人
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
。
特
定
の
実
在
の
会

社
名
を
持
ち
出
し
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
業
の
内
定
が
決
ま
っ
た
、
今

な
ら
未
公
開
の
株
を
買
っ
て
お
け

ば
儲
か
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、

30
万
円
振
り
込
ん
だ
が
、
そ
の
後

も
手
数
料
な
ど
の
名
目
で
何
度
も

振
り
込
ま
さ
れ
、
詐
欺
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。

　
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
き
は

公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
チ
ャ
ネ
ル

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
家
庭
で

生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
養
育
す

る
の
が
里
親
制
度
で
す
。

　

養
育
に
適
し
た
環
境
に
住
み
、

子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛
情
、
養
育

に
対
す
る
熱
意
の
あ
る
人
を
求
め

て
い
ま
す
。

︵
い
い
︶

︵
み
ら
い
︶

「
年
金
の
日
」

（
公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
、

公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
、
公
式
チ

ケ
ッ
ト
販
売
事
業
者
）
以
外
か
ら

絶
対
に
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
抽
選
結
果
を
装
っ
た
偽
メ
ー
ル

（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
）
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
未
公
開
の
株
の
販
売
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
未
公
開
株
の

発
行
会
社
か
登
録
を
受
け
た
証
券

会
社
だ
け
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
聞
く
と
景
気
上
昇
が
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
冷
静
に
判
断
し
て
取
引

内
容
が
理
解
で
き
な
い
と
き
は
、

は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）

トガシスタジオ　洞爺湖町入江 21番地　
☎ 76-5311

最新型ライトで最新型ライトで最新型ライトで
質の高い写真撮影

人物をより明確に、自然界をより
力強く、よりドラマチックにして
被写体を美しく際立たせることができます。
海を背景に、家族、車、ペットも一緒に。
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■ 11月
優良（30分）
20日（水）13：30～　25日（月）18：30～
一般（60分）
25日（月）19：30～
違反（120分）
20日（水）14：30
初回（120分）
14日（木）13：30～

■ 12月
優良（30分）
３日（火）18：30～　９日（月）13：30～
一般（60分）
３日（火）19：30～　９日（月）14：30～
違反（120分）
６日（金）18：30～
初回（120分）
12日（木）18：30～

お知らせ
　
里
親
に
な
り
た
い
人
や
里
親
制

度
や
要
件
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
人
は
、
室
蘭
児
童
相
談

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

北
海
道
室
蘭
児
童

相
談
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

4
1
5
2
）

■
運
動
期
間　

11
月
11
日（
月
）

～
11
月
20
日（
水
）
の
10
日
間

■
運
動
重
点

伊
達
警
察
署
か
ら

冬
の
交
通
安
全
運
動
実
施

北
海
道
最
低
賃
金
に
つ
い
て

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
！

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
労
働
保
険

の
加
入
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

　
労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業

員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
や
福
祉
の
増
進
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直

接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で

す
。農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
北
海

道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
課（
☎
0
1
1

－

7
0
9

－

2
3
1
1
）
か
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署・公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
や
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ

e
L
T
A
X
で

電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　
法
人
道
民
税・事
業
税
の
申
告・

届
出
は
、
簡
単
便
利
な

X
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵

送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
申

告
・
届
出
が
完
了
し
ま
す
。
10
月

１
日
か
ら
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は　
　
　
　
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.eltax.
jp/

）
を
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興
局

課
税
課（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
5
7
9
）

e
L
T
A

■
日　
時　
11
月
22
日（
金
）
13

時
～

■
場　
所　
市
立
室
蘭
総
合
病
院

２
階
講
堂

年
末
調
整
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会

　
年
末
調
整
の
方
法
や
今
年
度
の

改
正
点
、
法
定
調
書
の
記
載
方
法

な
ど
を
説
明
後
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
の
概
要
や
区
分
経
理
か

ら
消
費
税
申
告
書
作
成
ま
で
の
流

れ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日　
時　
11
月
19
日（
火
）
13

時
30
分
～（
受
付
は
13
時
か
ら
で

す
）

■
場　
所　
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー

■
問
合
せ　
室
蘭
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門（
☎
0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
最
低
賃
金
時
間
額　
8
6
1
円

■
効
力
発
生
年
月
日　
10
月
３
日

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
３
０
０
５
）

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　

　

外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
、
白
っ

ぽ
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し

て
、
急
な
降
雪
や
凍
結
路
面
に
対

応
で
き
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
山
間
部
や
峠
な
ど
を
通
行
す

る
と
き
は
、
必
ず
冬
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
！「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
こ
と
を
強

く
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

■
内　
容　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
対
策
な
ど
の
講
演
や
身
体
能

力
の
測
定
な
ど
※
動
き
や
す
い
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
に

参
加
し
た
人
は
く
じ
ら
ん
健
康
手

帳
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み　
当
日
直
接
会
場
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
立
室
蘭
総
合
病

院
医
療
連
携
・
患
者
支
援
推
進
セ

ン
タ
ー（
☎
0
1
4
3

－

25

－

3
1
1
1
）

く
じ
ら
ん
健
康
教
室

「
今
年
も
流
行
？
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
負
け
な
い
た
め
に
」

e
L
T
A
X
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お知らせ

行
　
政

公
共
工
事
の
契
約
状
況

　
町
で
は
契
約
金
額
が
１
千
万
以

上
の
公
共
工
事
の
契
約
状
況
に
つ

い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

︵
煙
突
︶
測
定
結
果

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
２
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
元
年
７
月
25
日

■
測
定
結
果　
０
・０
０
６
ナ
ノ

グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分

の
１
グ
ラ
ム
）

■
詳　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目　
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒

■
資　
格　
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子（
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
教
育
修
了
者

※
見
込
み
も
含
む
）

■
受
付
期
間

～
令
和
２
年
１
月

６
日（
月
）

■
試
験
日　
１
次
試
験　
令
和
２

年
１
月
18
日（
土
）

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
事
務
所（
☎

募
　
集

噴火警戒レベル

気象台からの
お知らせ

工事名 請負業者 契約金額 工期 工事場所 工事概要

入江 55号線道
路改良工事

（株）重建
能登組 16,200,000円 12月 10日

まで 入江

道路整備延長 L＝ 185.2
ｍ、舗装工 A＝ 1311㎡、
下層路盤 A＝ 381㎡、凍
上抑制層 A＝ 340㎡、土
工（堀削）V＝ 250㎥、
側溝工 L＝ 334ｍ　

月浦団地１・
２・３号棟解
体工事

道南重建工
業㈱ 18,900,000円 11月 29日

まで 月浦

公 営 住 宅 月 浦 団 地 コ
ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク
造、１棟４戸２階建て
３ 棟 の 解 体 工 事 、 床
面積 818.24㎡（１棟
272.74㎡）

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
74

－

3
0
0
0
）

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
一

環
と
し
て
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
が
12
月
1
日
よ
り
始
ま
り
ま

す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
歳
末

見
舞
金
事
業
と
し
て
、
町
内
で
年

末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
活
に

支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
民
生
委

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

へ
の
お
願
い

員
の
協
力
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
歳
末
見
舞
金
贈
呈
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
募
金
運
動
の
趣
旨
に
ご
理

解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

12
月
１
日（
日
）

～
12
月
31
日（
火
）
ま
で

■
見
舞
金
申
請
期
限

11
月
29
日

（
金
）
ま
で

■
問
合
せ　

洞
爺
湖
町
共

同
募
金
委
員
会
本
所（
☎
76

－

4
3
6
3
）
支
所（
82

－

5
1
8
5
）

0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

　日本には現在 111の活火山があり、そ
のうちの 50火山で火山活動を 24時間体
制で常時観測・監視しています。胆振地
方の有珠山・樽前山・倶多楽も常時観測火
山で、噴火警戒レベルを運用しています。
　噴火警戒レベルは、火山活動の状況に
応じた「警戒が必要な範囲」を踏まえて、
主に火山周辺の防災機関や住民などの「と
るべき行動」を５段階に区分した指標で、
それぞれのレベルのキーワードが基本的
な防災対応となっていて、レベル５は「避

難」、レベル４は「避難準備」、レベル３は
「入山規制」、レベル２は「火口周辺規制」、
レベル１は「活火山であることに留意」で
す。「とるべき行動」は気象庁ホームペー
ジなどで確認してください。
　また、火山が噴火した時は火山灰が降
ります。気象庁では降灰予報を発表して
降灰の範囲や降灰の始まる時間、降灰量
などをお知らせするので、火山灰の影響
を受けないようにゴーグルやマスクなど
による防護、外出を控えるなどの行動を
とってください。
■問合せ 　 室 蘭
地 方 気 象 台（ ☎
0143-22-4249）

令
和
２
年
度
入
校
生
募
集

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
求
職
中
の
障
が
い
者

の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

11
月
20
日
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お知らせ

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

遠
き
日
の
父
の
尺
八
秋
祭

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風
　

秋
祭
り
お
面
も
時
代
の
語
部
に

　
　
　
千
葉
征
子
　
　
　
　

里
の
秋
過
疎
で
老
だ
け
地
神
祭

　
　
　
小
笠
原
勇
　
　
　

蜻
蛉
の
空
は
な
き
か
も
百
年
後

　
　
菅
原
敏
子
　
　

看
取
き
へ
今
な
つ
か
し
き
敬
老
日

　
　
　
　
矢
野
知
子
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
10
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

（
水
）
ま
で

■
選
考
日

12
月
２
日（
月
）

■
問
合
せ　
国
立
北
海
道
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校（
☎
0
1
2
5

－

52

－

2
7
7
4
）

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故竹林トミ子さん
■９月 27日死去■ 92歳■遺族は君彦さん■入１区

故武川英一さん
■９月 25日死去■ 94歳■遺族は徳治さん■清水区

故佐々木誠一さん
■９月 12日死去■ 86歳■遺族はのぶ子さん■美沢東

故堤住代さん
■９月 17日死去■ 97歳■遺族は侯雄さん■洞第６

故菅原澄子さん
■９月21日死去■ 88歳■遺族は喜美枝さん■洞第６

故内海武さん
■９月24日死去■ 82歳■遺族は光子さん■入１区

故久保田タヅコさん
■９月 27日死去■ 89歳■遺族は邦男さん■香川

９月20日から 10月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

■
日　
時

11
月
16
日（
土
）、
12

月
21
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員（
３

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日　
時　

①
11
月
21
日（
木
）

②
12
月
５
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担　
当　

①
②
林
正
樹
弁
護

士（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　

働
き
た
い
人
に
向
け
た
就
労
自

立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
労

相
談
も
歓
迎
で
す
。「
働
き
た
い
」

を
応
援
す
る
無
料
出
張
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

12
月
６
日（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

39
歳
の
人・
家
族

■
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

企
業
組
合
あ
ぷ
た

社
協
に
道
の
駅
あ
ぷ
た
感
謝
祭

売
上
金
を
寄
附

10
月
17
日
、
企
業
組
合
あ
ぷ
た

が
、
10
月
５
日
、
６
日
に
行
わ

れ
た
道
の
駅
あ
ぷ
た
感
謝
祭（
道

の
駅
あ
ぷ
た
実
行
委
員
会
主
催
）

で
提
供
し
た
磯
な
べ
の
売
上
金

３
４
、1
0
0
円
を
洞
爺
湖
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
寄
付
金
と
し

て
贈
呈
し
ま
し
た
。

ざ
い
ま
す
。

<

寄
附
物
品>

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）

▽
矢
野
孝
典
さ
ん（
虻
７
区
）

▽
管
野
常
夫
さ
ん（
入
４
区
）

▽
沼
田
光
博
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
和
泉
心
さ
ん（
泉
区
）

▽
山
浦
和
好
さ
ん（
泉
区
）

▽
亀
田
信
子
さ
ん（
温
１
区
）

▽
宇
田
千
恵
子
さ
ん（
月
浦
区
）

▽
ふ
く
ろ
う
の
会

故永井宣子さん
■ 10月３日死去■ 75歳■遺族は修さん■虻６区

故北構幸光さん
■ 10月 10日死去■ 91歳■遺族は初江さん■虻５区

故佐伯義視さん
■ 10月３日死去■ 81歳■遺族は和子さん■美沢東
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洞
爺
湖
町
を
写
真
で
P
R

全
国
規
模
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞

野
呂
圭
一
さ
ん
　

　
　
i
f
e

W
i
t
h

　
　
f
f
e
e
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
2
0
1
9（
全
日
本
コ
ー
ヒ
ー

協
会
主
催
）
で
、
町
職
員
の
野
呂

L

圭
一
さ
ん（
社
会
教
育
課
所
属
）

の
作
品「
無
人
島
の
夕
日
に
癒
さ

れ
な
が
ら
」
が
最
高
賞
の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

C
o

　

こ
の
コ

ン
テ
ス
ト

は「
10
月
１

日
は
国
際

コ
ー
ヒ
ー
の

日
」
を
広
く

知
っ
て
も
ら

う
目
的
で
実

施
。
６
部
門

に
分
か
れ
て

い
て
、
応
募

作
品
は
過

去
最
高
の

6
5
5
4
作

品
で
し
た
。

　
９
月
28
日

に
は
東
京
都

内
で
表
彰
が

行
わ
れ
、
審

査
員
か
ら

「
露
出
や
構

図
な
ど
、
カ
メ
ラ
の
基
礎
は
も
ち

ろ
ん
、
光
の
使
い
方
が
秀
逸
し
た

作
品
」
と
評
価
さ
れ
、
野
呂
さ
ん

は「
撮
影
技
術
を
磨
い
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
い

で
す
」
と
喜
び
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、
野
呂

さ
ん
は「
全
国
規
模
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
何
度
か
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
受
賞
で

き
た
の
は
技
術
の
向
上
の
他
に
、

洞
爺
湖
の
魅
力
が
後
押
し
し
て
く

れ
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
発
信
で
き
た
こ
と
は

と
て
も
喜
ば
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
写
真
や
動
画
で
洞
爺
湖
町
全

体
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
で
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

最高賞のグランプリを受賞した「無人島の夕日に癒されながら」

受賞を喜ぶ
野呂圭一さん

MOA美術館伊達児童作品展表彰式
熊田さん（とうや小）審査委員長賞、和泉さん北海道新聞社賞受賞

　第 31回 MOA美術館伊達児童作品展が９月 22
日にだて歴史の杜カルチャーセンターで行われ、
絵画の部でとうや小学校１年の熊田航大さんが審
査委員長賞、書写の部で同小学校４年和泉莉音さ
んが北海道新聞社賞を受賞しました。
　胆振西部地区の小学校 14校から絵画、書写の

部合わせて計 600点が出展。
　受賞した熊田さんは「自分でもうまく描くこと
ができたと思ったので嬉しいです」と喜び、和泉
さんは「受賞して自信がついたので、今後もきれい
な字を書けるように頑張りたいです」と意気込み
を語りました。

絵画の部で審査委員長賞を受賞した熊田航大さん 書写の部で北海道新聞社賞を受賞した和泉莉音さん
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問合せ　地域包括センタ― （☎ 76-4822）
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地域包括支援センターを
利用しませんか？

　　爺湖町の高齢化率は 41.3％（H31.3 末現在）で一人で生活される人も年々増加していますが、
　　地域包括支援センターは高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して自分らしく生活してい
くための総合相談窓口です。主任介護支援専門員や社会福祉士、保健師などが連携してさまざま
な相談や手続きに対応しています。

洞

総合相談 介護予防・
認知症の支援

権利擁護・
高齢者虐待への対応

　どこに相談してよいかわか
らない心配ごとや悩みごとは
地域包括支援センターに相談
ください。
　例えば、「介護認定の手続き
をしたい」「利用できるサービ
スを知りたい」「介護に疲れた」
など高齢者の生活・介護・福祉・
健康などの相談に応じます。
　本人、家族以外に近隣に暮
らす高齢者の人の相談も受け
付けます。
　相談を受けた地域包括支援
センターは適切な関係機関へ
つなぎ、連携して皆さんを支
援します。

　介護予防の支援として、
「要支援１」「要支援２」「事
業対象者」と認定された人の
心身の状況に合わせたケア
プラン（生活上の目標や利用
する介護サービスが記載さ
れた計画）を作成します。ま
た、介護予防教室や介護予防
事業の支援を行っています。
　介護保険の申請結果より、
洞爺湖町は４人に１人が認
知症という統計が出ていま
す。
　認知症になっても安心し
て暮らせる町を目指して、認
知症に関する相談・支援体制
を拡充しています。
　認知症について困ってい
ることや知りたいことなど
がありましたら、気軽に相談
ください。

　判断能力が十分でない人の
財産や生活を守るための成年
後見制度の相談や詐欺やトラ
ブルから高齢者を守るための
消費者被害防止などの支援を
行っています。
　高齢者虐待とは、身体的・
心理的・性的・経済的な虐待
や介護放棄などで高齢者の権
利や尊厳が損なわれている状
態のことで、深刻な虐待にな
る前に防止する必要がありま
す。
　虐待に気づいたり、虐待か
もしれないと判断に迷う場合
でも地域包括支援センターま
たは役場健康福祉課まで連絡
ください。
　相談があった場合は誰が通
報したか特定されることはな
く秘密は厳守し対応します。
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
あ
と
は
切
手
を
、

一
枚
貼
る
だ
け
（
小
川
洋
子
著
／

堀
江
敏
幸
著
）
▽
隠
居
す
ご
ろ
く

（
西
條
奈
加
）▽
待
ち
遠
し
い（
柴

崎
友
香
）
▽
亥
子
こ
ろ
こ
ろ
（
西

條
奈
加
）
▽
千
里
の
向
こ
う
（
簑

輪
諒
）▽
炯
眼
に
候（
木
下
昌
輝
）

▽
い
け
な
い
（
道
尾
秀
介
）
▽
犯

人
に
告
ぐ
3
紅
の
影（
雫
井
脩
介
）

▽
カ
ザ
ア
ナ
（
森
絵
都
）
▽
老
父

よ
、
帰
れ
（
久
坂
部
羊
）
▽
さ
よ

な
ら
の
儀
式
（
宮
部
み
ゆ
き
）

＜

児
童
書＞

▽
お
ば
け
の
ア
ッ
チ

と
ド
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
（
既

11
巻
）（
角
野
栄
子
著
/
佐
々
木
洋

子
絵
）
▽
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
（
ル

イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
著
/
河
合
祥
一

郎
訳
）
▽
大
人
に
な
っ
て
も
わ
す

れ
た
く
な
い
世
界
の
名
作
絵
本
B

セ
ッ
ト（
全
13
巻
）（
い
も
と
よ
う

こ
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
昨
日
が
な
け
れ
ば

明
日
も
な
い（
宮
部
み
ゆ
き
）▽
希

望
の
糸
（
東
野
圭
吾
）
▽
て
ん
げ

ん
つ
う
（
畠
中
恵
）
▽
氷
獄
（
海

堂
尊
）▽
い
け
な
い（
道
尾
秀
介
）

＜

児
童
書＞

▽
天
気
の
子
（
新
海

誠
）▽
こ
ろ
べ
ば
い
い
の
に（
ヨ
シ

タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
▽
生
き
物　
つ

か
ま
え
た
ら　
ど
う
す
る
？
（
秋

山
幸
也
）
▽
パ
ン
ダ
で
お
ぼ
え
る　

四
字
熟
語
（
福
田
豊
文
他
）
▽
パ

ン
ダ
で
お
ぼ
え
る　
英
会
話
（
福

田
豊
文
他
）
▽
パ
ン
ダ
で
お
ぼ
え

る　
こ
と
わ
ざ
慣
用
句
（
福
田
豊

文
他
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　
般＞

▷
平
場
の
月
（
朝
倉

か
す
み
）
▽
女
は
い
つ
も
四
十
雀

（
林
真
理
子
）▽
M　
愛
す
べ
き
人

が
い
て
（
小
松
成
美
）

＜

児
童
書＞

）
▽
し
ろ
く
ま

の
パ
ン
ツ
（
t
u
p
e
r
a

t
u
p
e
r
a

もりのとしょかん
ふくざわゆみこ

本好きのふくろうさんの家には
すてきな本がいっぱい。ある日小
さなお客さんがやってきたことか
ら、本を借りようと動物たちが集
まるように…。ふくろうさんの家
が動物たちの憩いの場所になって、
としょかんへと変わっていきます。

（あぶた読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　11 月のおはなし会
■ 日　 時 ① 11 月 15 日（金）14 時～ 15 時
30 分② 11 月 18 日（月）、12 月９日（月）10 時～
11 時 30 分、11 月 21 日（木）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子
の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 11 月 18 日（月）14 時 40 分～ 15
時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
西山雄治さん

私
　
　

は
虻
田
神
社
よ
り
ア
ク

　
　

セ
ス
で
き
る「
龍
山
道
」

を
登
り
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。「
龍
山
道
」は
平
成
27
年
末

に
洞
爺
湖
町
商
工
会
で「
駒
个

岳
が
眺
め
ら
れ
る
景
観
に
優
れ

た
場
所
ま
で
山
道
を
築
造
し
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
広
め
る
べ

き
」
と
の
企
画
か
ら
実
現
し
ま

し
た
。

　
毎
年
洞
爺
湖
町
商
工
会
・
龍

山
道
の
会
で
は
、
山
道
の
補
修

や
花
壇
の
花
植
え
、苗
木
植
栽
、

草
刈
り
な
ど
山
道
整
備
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
道
の
道
幅
は
大
人
が
横
に

３
人
並
べ
る
の
で
窮
屈
な
感
じ

は
な
く
歩
け
ま
す
。
道
も
平
ら

な
の
で
一
般
的
な
運
動
靴
で
十

分
登
る
こ
と
が
で
き
、
途
中
休

憩
で
き
る
ベ
ン
チ
が
用
意
さ
れ

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
噴
火
湾
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
道
の
険
し
さ
で
す
が
、
道
は

山
麓
か
ら
直
線
的
に
伸
び
て
い

る
の
で
は
な
く
、
ジ
グ
ザ
グ
に

伸
び
て
い
て
、
勾
配
も
非
常
に

小
さ
い
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
大
人
の

足
で
約
15
分
～
20
分
く
ら
い
で

す
。
天
気
が
良
い
日
の
景
色
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
圧
巻
で

す
。
何
度
見
て
も
飽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
膝
へ
の
負
担

も
少
な
い
の
で
、
運
動
不
足
を

感
じ
て
い
る
人
に
も
お
す
す
め

で
す
。
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「龍山道」の頂上から見える景色



60
第

回

ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
月
28
日
、
清
水
友
愛
の
里
特

　
　
設
会
場
に
て
、
第
13
回
ゆ
う

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
も
準
備
段
階
か
ら

天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
進
み
、

開
催
日
も
真
夏
の
よ
う
な
気
温
と

天
候
で
迎
え
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

利
用
者
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
た
お
琴
ク
ラ

ブ
「
風
雅
」
の
演
奏
を
披
露
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
皆
さ
ん
思

い
思
い
に
踊
っ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
初
の
試
み
と
な
っ
た
「
風
船

屋
N
O
R
I
」
に
よ
る
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
や
「
ヒ
ロ
青

山
」
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
は
、
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
の
よ
う
な
熱
気
に

包
ま
れ
、
会
場
に
い
た
誰
も
が
目

を
奪
わ
れ
る
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
利
用
者

と
一
般
の
お
客
さ
ん
を
対
象
と
し

た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
行

い
、
会
場
全
体
が
ス
テ
ー
ジ
に
集

中
し
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
抽
選
券
を
握
り
し
め

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
会
場

か
ら
は
「
当
た
っ
た
」
な
ど
の
声

が
響
き
、
笑
顔
で
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
景
品
を
受
け
取
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
事
で
は
、
た
ぬ
き
そ
ば
、
と

う
や
湖
和
牛
の
ミ
ニ
牛
丼
・
チ
ー

ズ
ハ
ッ
ト
ク
・
豚
串
・
ぐ
る
巻
き

ソ
ー
セ
ー
ジ
・
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

を
提
供
し
ま
し
た
。
た
ぬ
き
そ
ば

は
、
友
愛
の
里
で
栽
培
し
た
椎
茸

中
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
来
賓
の

人
や
清
水
自
治
会
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

手
伝
い
に
参
加
し
て
く
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
来
年

も
来
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
町
内
の
「
お
肉

屋
さ
ん
た
ど
こ
ろ
」
さ
ん
の
手
作

り
ぐ
る
巻
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、
何

本
で
も
食
べ
れ
て
し
ま
う
お
い
し

さ
で
し
た
。
チ
ー
ズ
ハ
ッ
ト
ク

は
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
の
中
に
伸
び

る
チ
ー
ズ
が
入
っ
て
、
食
べ
る
と

び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
チ
ー
ズ
が

伸
び
て
食
べ
た
人
は
美
味
し
さ
と

面
白
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

無
料
で
提
供
し
た
か
き
氷
は
当
日

の
天
候
の
お
か
げ
で
、
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

露
店
で
は
、
お
祭
り
の
定
番

の
「
射
的
」
だ
け
で
な
く
「
景
品

を
釣
ろ
う
」「
コ
ロ
コ
ロ
転
が
し

て
！
」
と
一
味
違
っ
た
ゲ
ー
ム
を

用
意
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
事
を

考
え
担
当
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
道
具
を
手
作
り
し
た
今
回
の

露
店
は
、
と
て
も
楽
し
い
露
店
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
即
売
会
で
は
、
友
愛
の
里
の
生

椎
茸
と
乾
燥
椎
茸
、
デ
イ
セ
ン

タ
ー
あ
す
な
ろ
の
パ
ン
と
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
緑
化
の
花
、
デ
イ

セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
ん
ぼ
し
の
石

鹸
、
粉
石
鹸
、
封
筒
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
生
活

す
る
利
用
者
が
手
作
り
し
た
小
物

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。
椎
茸
に

関
し
て
は
、
用
意
し
た
生
椎
茸

3
0
0
袋
と
乾
燥
椎
茸
40
袋
す

べ
て
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
。

　
今
年
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
新
た

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
、
ゆ

う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り

ま
し
た
。
不
安
や
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
が
、
利
用
者
や
参
加
者
の
た

く
さ
ん
の
笑
顔
や
、
真
剣
な
眼
差

し
が
見
れ
た
充
実
し
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
忙
し
い
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ステージでものまねショーを行うヒロ青山さん

バルーンアートショーで楽しませる風船屋 NORI さん

射 的

景 品 を 釣 ろ う



ジオパーク通信

第 88号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

有珠山の「噴火」ってどんな現象？
　「噴火」というと、まず最初に「噴煙」を思い浮
かべる人が多いと思います。しかし火山の噴火で
は、噴煙が上がるだけでなく、さまざまな現象が
起こります。有珠山は 1663 年以降、８回の噴火

①地震の後、噴煙が上がる ②高速で流れ下る火砕流が発生

　マグマが地下から上がってくるときに発生する
地震が続いた後、爆発的に噴煙をあげて、広範囲
に噴出物を放出します。
　1977 年の噴火のような、噴煙を高く上げる
噴火を「プリニー式噴火」と言います。

　その後、ガスと噴出物が高速で山を流れ下る
「火砕流」が発生します。噴火活動の中では最も人
的被害の大きい現象で、1822 年の噴火では、約
100 人がこの火砕流で亡くなりました。

③その後、溶岩ドームができる 防災マップを確認しよう

　その後、溶岩が地面を盛り上げ、大有珠のよう
な「溶岩ドーム」が形成されます。有珠山では、
8 回の噴火のうち、この①②③のパターンが３回
ありました。

　山頂噴火の場合の危険区域予測図や、想定
される現象が掲載されています。町の窓口や、
洞爺湖有珠山ジオパークのホームページから
もダウンロードできます。

※火砕流の発生要因については、次回詳しく紹介します。
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活動があったと言われていますが、具体的にどの
ようなことが起こっていたのでしょうか？ 
　今回は、今までの有珠山噴火で起きた典型的な
噴火現象について、順を追って紹介します。

火砕流

噴煙柱

大有珠



29 日（金） きずな学級

12月２日（月）

フッ素塗布
13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

４日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

５日（木） 無料法律相談会

６日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

働きたい人のための出張相談会

７日（土）
クリスマスキャンドルを作ろう

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（75-2555）

８日（日）

そば打ち教室
9：00 ～ 13：00
洞爺総合センター（☎ 74-3010 ＜社会教育課＞）

身近なものでスノーシューを作ろう
9：30 ～ 12：00 ／ 13：30 ～ 16：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

11 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

12 日（木）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

13 日（金）
親子ふれあい遊び

10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

時間

11月11日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

12 日（火）
みそづくり教室

9：00 ～ 12：00
虻田ふれ合いセンター（☎ 76-3589 ＜青木＞）

13 日（水）

献血
虻田地区／洞爺地区

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
健康福祉センター（☎ 76-4006）

14 日（木）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

16 日（土）

行政に関わるくらしの無料相談会
秋のリースを作ろう

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

17 日（日）
お花炭づくり

10：00 ～ 12：00 ／ 14：00 ～ 16：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

19 日（火） 年末調整、消費税の軽減税率制度に関する説明会

20 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

21 日（木）

1.6 歳児健診・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会

福祉協議会＞）
無料法律相談会
土砂災害減災シンポジウム

22 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

くじらん健康教室「今年も流行？インフルエンザ
に負けないために」

23 日（土）
～ 24 日（日）

とうや水の駅クリスマスフェア

25 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

25 日（月）
～ 26 日（火）

結核・肺がん検診
洞爺地区（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

27 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

29 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント
第 10回とうや水の駅クリスマスフェア
　町内外から、約 30 組がマーケット、フードコーナー
や体験コーナーなどで参加します。
■日　時 11 月 23 日（土）、24 日（日）10 時～ 16 時
■場　所　とうや水の駅
■問合せ　洞爺まちづくり観光協会（☎ 82-5277）

土砂災害減災シンポジウム
　2000 年噴火直後の土砂災害対応の経験とその後の研
究の進展、技術開発の成果を踏まえた今後の土砂災害対
応の方法を砂防・防災行政担当者が認識・共有すること
を目的に開催します。
■日　時　11 月 21 日（木）13 時～ 17 時 30 分
■場　所　洞爺湖文化センター
■参加費　無料
■問合せ　（公社）砂防学会北海道支部　山田孝（☎
011-706-2513）

時
所

ピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
11 月 30 日（土）16 時 15 分で今年度の開館期間を終

了します。来年度の開館は４月からです。来年度もたくさ
んの企画を開催予定です。
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歌
は
、
日
記
を
つ
け
る
の
よ

　
　
う
な
感
覚
で
、
短
い
言
葉
で

想
い
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
の
五
感
を
働
か
せ
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
」　　

　
短
歌
の
魅
力
を
語
る
の
は
、
自

身
初
の
短
歌
集
「
二
輪
草
」
を
制

作
し
た
菅
原
光
子
さ
ん
。

　

短
歌
教
室
の
先
生
に
相
談
し
、

「
夫
婦
２
人
の
思
い
出
や
過
去
の

記
録
を
記
念
に
残
し
た
い
、
自
分

の
子
ど
も
た
ち
に
も
読
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
今

回
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

スポットライト

Spotlight

初の短歌集「二輪草」を制作

菅 原 光 子さん

東奔西走
ワンショット今月の

　　齢者運動会の取材してきました。町内には元気な高齢者
　　がたくさんいます。今回の運動会も参加者・応援の人を
含めて 156 人の参加となりました。楽しくスポーツをする姿
を見て、私も体を動かしたいと思いました。（C.K）
　　虫を見かけることが多くなりました。雪のたよりはすぐ
　　近くまで来ているのでしょうか。段々と寒くなりますが、
体調には十分気をつけましょう。（M.O）

た
。

　

菅
原
さ
ん
は
利
尻
島
の
出
身
、

看
護
専
門
学
校
で
看
護
師
の
資
格

を
取
得
し
旭
川
赤
十
字
病
院
に
勤

務
、
21
歳
の
と
き
に
伊
達
赤
十
字

病
院
に
転
勤
し
、
助
産
師
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
結
婚
後
、
旦

那
さ
ん
の
転
勤
で
愛
知
県
に
引
っ

越
し
、
旦
那
さ
ん
の
定
年
退
職

後
、
伊
達
赤
十
字
病
院
に
復
職
し

ま
し
た
。
旦
那
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
、
４
年
前
か
ら
洞
爺
湖
町
に
住

み
始
め
、「
窓
か
ら
見
え
る
景
色

は
生
ま
れ
育
っ
た
利
尻
島
の
景
色

に
そ
っ
く
り
で
、
一
目
惚
れ
し
ま

し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

短
歌
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

旦
那
さ
ん
が
俳
句
を
作
る
の
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
や
、
周
囲
の
誘
い

も
あ
っ
て
30
年
ほ
ど
前
か
ら
夫
婦

で
始
め
、
白
樺
短
歌
会
に
入
会
。

現
在
で
も
新
聞
や
機
関
誌
へ
の
投

稿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
記
録
や
自
分
の
気
持

ち
を
凝
縮
し
て
想
い
を
伝
え
る
た

め
に
毎
日
短
歌
を
作
る
の
が
生
き

が
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
短
歌
を
作
る
と
昔

の
こ
と
が
甦
り
、
心
が
豊
か
に
な

り
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
語
り
ま

す
。

　
ふ
と
、
短
歌
集
を
読
み
返
し
た

と
き
、
介
護
を
し
て
い
た
旦
那
さ

ん
の
短
歌
の
中
に
、
自
分
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
綴
っ
た
歌
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
と
て
も
と
う
れ
し

か
っ
た
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
今
回
の
短
歌
集
に
載
せ
て
い

な
い
歌
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
短
歌
を
作
れ
る
か
分
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
次
の

短
歌
集
の
制
作
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
す
。

高

夫
婦
２
人
の
思
い
出
を
記
念
に
残
し
た
い

短

黄色い旗の波運動で交通安全を
呼びかける子どもたち

「

雪

profi le
昭和 5 年８月１日生ま
れ。趣味は短歌とお茶を
煎じること。清水区在住。
89 歳。


